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第１部 基本理念 
 
第１章 『まんなかビジョン』の意義と特徴 
第１節 中部地方の国土交通を取り巻く環境変化と『まんなかビジョン』の位置づけ 
我が国は、少子・高齢社会を迎え、右肩上がりの成長が期待できる時代から、より安定

的な成熟型の時代へと移行します。また、自然環境問題、地球環境問題等に対する国民の

関心が高まっています。中部地方においては、平成 12 年に東海豪雨が発生し、将来におい

ては東海地震などの発生が懸念されており、自然災害に対する関心も高まっています。ま

た、環状道路網の整備、「2005 年日本国際博覧会」（愛称：「愛・地球博」）の開催、中部国

際空港の開港等によって国内外の交流が拡大することとなります。このような状況を踏ま

え、既存の行政の枠組みを越えた広域的な地域づくりが一層重要になっています。一方、

昨今の厳しい財政状況に鑑み、真に必要な施策の峻別と重点投資、「量」より「質」の効率

的な行政運営及び住民参画等により地域住民のニーズにこたえ、成果を上げる政策展開が

重要です。 

本ビジョンは、こうした情勢の変化を踏まえ、中部地方において、総合的かつ効率的な

広域行政を目指し国民本位、地域本位の地域づくりを実現するために、国、４県１市、地

元経済界の共通ビジョンとして策定したもので、今後の個別具体的な計画に対する指針と

して、概ね 10～20 年後の中部地方の将来像と地域づくりの目指すべき方向、その実現に向

けた具体的な目標を示しています。 

 
第２節 『まんなかビジョン』の目的と特徴 
１．『まんなかビジョン』策定の目的 
本ビジョンは、特に次のような目的を達成するために策定しています。 

○ 概ね 10～20 年後における中部地方の将来像と、それを実現するための地域づくりの目

指すべき方向を明確にする 

○ 中部地方の将来像や地域づくりの目指すべき方向について、中部地方の地域づくり関係

者の共通認識を醸成する 
 

２．『まんなかビジョン』の特徴 
 以上のような目的のもと、本ビジョンは特に次のような特徴を有しています。 
 

○ 国、４県１市、地元経済界の初めての共通ビジョン 

国土交通省（中部地方整備局、中部運輸局、大阪航空局）、地方公共団体（岐阜県、静

岡県、愛知県、三重県、名古屋市）及び地元経済界からなる「国土交通中部地方懇談会フ

ォローアップ会議」をビジョンの具体的な検討体制として位置づけ、これら関係者の協働

による初めての共通ビジョン（県境を越えた中部地方の目指すべき将来の目標）として、

『まんなかビジョン』を策定いたしました。 
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○ 地域住民への多様なＰＩによる初めてのビジョン 

『まんなかビジョン』の策定に当たっては、国民本位、地域本位のビジョンとするため、

平成 13 年度から平成 14 年度の２箇年度にわたり地域住民へのＰＩ（パブリックインボ

ルブメント）1を行い、ＰＩに基づく初のビジョンとして策定いたしました。 
 

○ 実践を重視した実効性の高いビジョン 

『まんなかビジョン』を着実に推進するために、必要な政策に重点化を進めるとともに、

無駄なくスピーディにサービスが提供できるように、関係主体が使いやすい実効性のある

ものにします。 
 

                                                  
1 ＰＩ（パブリックインボルブメント）：[Public Involvement]様々な情報交換や対話を通じて地域住民の意見を行政に

反映していくための手法の総称。 
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第３節 ビジョン策定に向けたこれまでの取り組み 
 ビジョンの策定にあたっては、平成 13 年 1 月の国土交通省の誕生を皮切りに、「国土交

通中部地方懇談会」や「フォローアップ会議」などを設置し、ＰＩ事業を行いながら策定

いたしました。 
 またＰＩ事業については、平成 13 年度と 14 年度の 2 箇年度にわたり、シンポジウムや

新聞企画広告、ＰＩ広報誌の発行やまんなか懇談会、中部 8 地域における「まんなか討論

会」の開催などを行い、「地域の共通認識の醸成」と「地域のあらゆる人たちとの対話と意

見聴取」に向けた取り組みを展開しました。 
 
【まんなかビジョン策定までの経緯】 
 
 

北海道開発庁、国土庁、運輸省、建設省の４省庁が統合し国土交通省が誕生しました。 

 
国土交通大臣と中部地方４県の知事・名古屋市長・経済団体代表により、中部地方の課

題や将来像に関する議論を開始しました。 

 

国土交通中部地方懇談会の議論を受けて、県境を越えた総合的かつ横断的な観点で、地

域の課題や将来像等について実質的な議論を開始しました。 

 
ＰＩシンポジウム、まんなか懇談会、市町村長アンケート・ヒアリング、企業ヒアリン

グ等により、地域づくりの考え方や重点政策等について意見集約を行いフォローアップ

会議で議論を行いました。 

 

これまでの取り組みを踏まえて、フォローアップ会議で議論を行い、今後の中部づくり

のあり方について取りまとめ、地域との対話をさらに深めるための「たたき台」として

公表しました。 

 

中間とりまとめをもとに、中部８地域において地元住民の方々とビジョン討論会を開催

するとともに、整備局ホームページにおいて地域住民の方々から意見をお聞きしまし

た。 

 

対話と協働作業の成果をもとに中部地方における国土交通行政に関わる社会資本整備

の概ね 10 年から 20 年の具体的な目標を策定しました。（国土交通広域連携中部会議フ

ォローアップ会議の設立） 
 

国土交通中部地方懇談会の開催    平成 13 年 3 月 31 日 

国土交通中部地方懇談会フォローアップ会議の設立 平成 13 年 6 月 

まんなかビジョン＜中間とりまとめ＞   平成 14 年 8 月 

まんなかビジョン＜対話と協働作業の成果＞  平成 15 年 6 月 

ＰＩ事業の取り組み    平成 13 年 7 月～平成 14 年 6 月 

ＰＩ事業の取り組み               平成 14 年 10 月～12 月 

国土交通省の誕生     平成 13 年 1 月 6 日 
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【これまでのＰＩ事業の取り組み】 

 
地域の共通認識の醸成（情報共有） 

 
〈中部のｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 1に求められる視点〉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈地域づくりから見た中部の課題〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ＰＩによる地域づくり〉 

 

 
地域のあらゆる人たちとの対話と意見聴取
 
〈有識者からの声〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈経済界からの声〉 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

〈市町村からの声〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈地域住民からの声〉 

 

 

 

 

 

 

ＰＩ広報誌 
（平成 14 年 10 月） 
 

広く地域住民に対して情報発信資料と

して、中部地方の現状や課題に対する共

通認識の醸成やＰＩに対する理解を高

めるため、ＰＩ広報誌を発行しました

（３万部発刊）。 

まんなかビジョン討論会 
（平成 14 年 10 月～12 月） 
 
一般の方を対象として、中部地域の８会

場で開催し、討論会やアンケート調査で

多数のご意見をいただきました（参加者

総数 726 人）。 

新聞企画広告 
（平成 14 年 2 月） 

 

ＰＩの実践に向けた意気込みと、シンポ

ジウム発言要旨、中部の現状における課

題等を、広く中部地域の人々に発信し、

本格的な議論の第一歩とするため、日本

経済新聞を活用し、中部地域にかけて新

聞企画広告を実施しました（購読者約 30

万人）。 

国土交通ＰＩシンポジウム 
（平成 14 年 2 月） 
 

有識者が考える地域づくりの視点や問

題意識を国民的議論の素材として広く

社会に提供するためシンポジウムを開

催し、今後の本格的なＰＩの実践に向け

た契機づくりとＰＲをおこないました

（聴衆者総数 340 名）。 

市町村長ヒアリング・アンケート 
（平成 14 年 2 月～3 月） 
 
中部地方の市町村長（364 市町村）に対

して、地域づくりに関するヒアリングや

アンケートを実施し、地域づくりの考え

方や重点施策等について意見集約しま

した。 

企業ヒアリング 
（平成 14 年 1 月） 
 
産業競争力の強化や地域の魅力に関す

る企業ヒアリングを実施し（50 企業・団

体）、国際競争力や新産業の創出をたか

めるためのニーズ等について意見集約

をおこないました。 

まんなか懇談会 
（平成 14 年 5 月～） 
 
今後の社会資本整備のあり方や国土交

通行政のあり方を含めた中部の目指す

べき方向について、各界の代表者から提

言・意見をうかがいました（委員 13 名、

計５回開催）。 

1 グランドデザイン：[grand-design]大きな視野や長期の観点から組み立てる政策や戦略のこと。グランドとは、雄大

な、主要な、総括的なという意味であり、デザインとは、構想、設計図、計画という意味。 




